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1生 徒の興味 ・関心を高める授業の工夫(1班)

一 一 話 し合 い 活 動 を 通 して 一…

1主 題 設 定 の 理 由

今 日 の数 学 教 育 で は,生 徒 が 自 ら学 ぶ 意 欲 や思 考 力,判 断 力,表 現 力 な どの 育 成 を 重視 した

学 習 活 動 を進 め て い く こ とが 強 く求 め られ て い る。

しか し,学 習 活 動 の 中 心 で あ る授 業 が,教 師 主 導 型 で あ った り,画 一一的 な もの で あ った り し

て,生 徒 の学 ぶ 意 欲 や}.:{本的 な活 動 を 引 き出 す 機 会 が 少 な い と い う指 摘 が あ る。 主体 的 に学 習

す る機 会 が 少 な い と い う こ とは,臼 分 の 力 で 考 え よ う と す る生 徒 が 減 り,授 業 に興 味 ・関 心 を

示 さな い生 徒 が 増 え る こ とに っ な が る。 数学 を嫌 い に な った り,不 得 意 に な った りす る生 徒 が

増 え る 一因 で もあ る。

そ こで,生 徒 がt体 的 に学 習 す る手 、Zての… つ と して,授 業 に 話 し合 い活 動 を 意 図 的 に取 り

入 れ る こと を考 え た。 生 徒 は,課 題 に対 して,自 由 な 発想 を も って 取 り組 む。 そ して,そ の解

決 の方 法 に っ い て生 徒 同 士で 話 し合 い,意 見 を ま とめ て 発 表 す る。 さ らに,お'」 二い に質 問 を し

た り,答 え た りす る。 こ う した活 動 を授 業 に取 り入 れ る こ と に よ って,生 徒 の ト体 的 な活 動 が

引 き{;さ れ,ま た,他 の 人 の 考 え を聞 くこ と に よ り,新 しい 考 え方 に刺 激 を 受 け た り,自 分 の

間 違 い に気 が 付 い た りす る こ とがr想 され る。 結 果 と して,生 徒 の 数学 へ の 興 味 。関 心 は 高 ま

り,生 徒 が 自 ら学 ぶ 意 欲 や思 考 力,判 断 力,表 現 力 の育 成 にっ な が る もの と判 断 し,こ のL題

を 設 定 した。

2研 究 の ね らい

生 徒 の数 学 へ の 興 味 ・関 心 を 高 め るた め に,授 業 に 話 し合 い活 動 を取 り入 れ る に 当 た って,

次 の こ とを ね らい と した◎

11>生 徒 の 発[1す る機 会 を増 や す こ とに よ り,生 徒 の1ヨ 本的 な学 習 活 動 を 促 し,表 現 力 を育

成 す る。

(2)自 分 の意 見 を述 べ た り,他 人 の意 見 を聞 く中 で思 考過 程 を 明 確 に し,論 理 的 な思 考 力 を

育 成 す る。

(3)話 し合 い活 動 を通 して,多 様 な もの の 見 方 や 考 え 方 を 育 成 す る。

な お,こ こで は表 現 力 の中 の,言 葉 に よ って 自分 の 考 え を 相 手 に 正確 に伝 え る こ とをLと し

て研 究 を進 め る こ と と した。

3研 究 の 内 容

(D題 材 に つ い て

次 の よ うな 理 由 で 「一次 関 数 」 を取 りLげ た。

① 課 題 解 決 に,既 習 事項 を使 った 多 様 な 見 方 や 考 え 方 が で き,話 し合 い活 動 を取 り入 れ

るの に適 して い る。

② 一 次 関 数 の グ ラ フ と 二元 一 次 方 程式 の グ ラフの 関 係 が,話 し合 い活 動 に よ って 認 識 さ

れ やす い。
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② 学 習 指 導 案

① 単 元 名 … 次 関 数

② 題 材 一=元一 次 方 程 式

③ 本 時 の指 導

ア ね らい

・グ ラ フのか き方 を 考 え る こ とで ,見 通 しを も って 問 題 解 決 に 取 り組 む 態 度 を 養 う。

・話 し合 い活 動 に積 極 的 に参 加 す る こ とで ,多 様 な考 え方 を培 い,二JC-一 一次 方 程 式 の

グ ラ フの意 味 や一 次 関数 との 関 係 に気 付 か せ る。

イ 本 時 の展 開

指導内容

導入(5分)

二元一次方程式

にっいての確認

展開

課題 の提示(=

元一次 方程式 の グ

ラフをか く)

(5分)

発表(5分)

既習の連立方程式は2っ の二元一次方程

式の組み合わせであることを確認する。

x+2y=6の ク ラ フを か きな さ い。

各 自,様 々な方法 で解 く。

予想 され る回答

○ 「y-… 」 の形 に直 してか らか く。

0表 を作 ってか らか く。

02点 を代入 す る。

・x=0の とき,y=0の とき

・x=2の とき,x=4の とき(整 数組)

・x=1の とき,x=2の とき

・x=の 形 に してか らyに 値 を代入す る。

発表 か ら,自 分 と同 じ解法 や自分 に一番

近 い考え方 を選ぶ。

指導上の留意点

例 を提 示す る。

導人で使 った方程式 の

1っ の式を取 り上 げ る。

授業カー ドを配布する。

こ こで は方程式 の グラ

フのか き方 にはふ れず,

自由 にかか せ る。

机間指導 を しなが ら生

徒 のか き方 を確認 す る。

生徒 を指 名 して,解 法

を板書 させ る。

グラフ用 に方眼模造紙

を準備 してお く。

解答 を補足 しなが ら挙

手によ って選 ばせ る。
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1

1話 し合い活動1代 表生徒 による話 し合い活動
。

;(25分){(立 一 なとで3・4人 選出)

ii

li*麟 の移動(司 会 獅)
iI

l唖 爾[璽iヨ 瞬c]
il

ll[塑 らなか亟
　

}旨 話 し合い活動の流れ〕

}鵬 劉
li(A→B→C)

li〈 徽 タイム3分>

ll2

iゆ 不便な点を発表する・
ま 　

ll(Aか ら)

!t.B,cに ついて も同様 に繰 り返す。

i

Il3挙 手による自由討論
　 ピ

;1(代 甜 徒脇 からで頒 嗣)
ij
i

iI

ll

j

!4講 評i

ii

Il
l[

「輪 あ配 評価犠 業か,濡 葬する。

;まとめ(1。分一 発表
L______.__」__

自分たちのやり方のよさや他のやり方1

一 一一一一 一

_.`L一

　 　

i人 数に大きく差が出た}
　

1ときは瀬 似しZい殉

iの をま とめ る。i
!I

i

l}
}}
ii

li
iIi

i

陣 れを糊 する・1

グループでできるだけ1

;わ か りやすい糊 の仕IJ

;を 工夫 させ る・1
ミ リ

i}
代表にならなかった生!

・l

l徒 に も・ それぞれのや りi

l方 のよさや疑問点などをi

臨 合わせ,授業,痢

iに記入させる.{

}欄 指導しながら代表1
妻にな らなか ・姓 徒のかl

lド を チ・ ・ク して お き■
　

i発 言が出にくい場合にはl

I生 徒を指名する.I

l授 業中の生徒の発糊

;に触れなが ら,本 時のね}

1ら いについて説明 しまと}

;める。1
一 一

______」

ウ 評 価(授 業 カ ー ドの 利 用)

・授 業 に積 極 的 に取 り組 め たか。(関 心 ・意 欲,表 現 ・処 理)

・それ ぞ れ の解 法 や ,そ の よ さ につ い て理 解 で きた か。(考 え 方,知 識 ・理 解)
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工 授 業 カ ー ド

2年 組 番 氏 名

問 題 一
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二 元 一 次 方 程 式x+2y-6の グ ラ フの か き方 につ いて

記 号

や り 方

グ ラ フ を

か く上 で

よ い 点

グ ラ フ を

か く上 で

不 便 な 点

質問や疑問
●

そ の 他

自
己
評
価

☆話し合い(発 言・聞く態度・記録など)に 積極的に参加できたかA積 極的に参加できたB参 加できたC消 極的だった

☆それぞれの考え方のよさが理解できたかAよ く理解できたB理 解できたC理 解できなかった

☆二元一次方程式のグラフのかき方が理解できたかAよ く理解できたB理 解できたC理 解できなかった

☆今日の授業は楽しかったかA楽 しかったB普 通だったC楽 しくなかった

授業

を
終
え
て
の
感
想
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オ1:夫 した点、

・そ れ ぞれ の考 え方 の代 表 を 選 ん で 話 し合 い活 動 を進 め て い く授 業 形態 を と った。 こ

れ に よ り代 表 生 徒 の 意 識 を 高 め る ことが で きる と考 え た。 代 表生 徒 の 数 は相 談 しや

す く,互 い に助 言で き る よ うに3,4名 に した。

・生 徒 の活 動 を助 け る た あ授 業 カ ー ドを作 成 した。 これ に よ り い ろ い ろ な 考 え方 を整

理 し,授 業 へ の 参 加 意 識 を高 め られ る と考 え た。

4授 業 の 実 践 例

(1)記 録

板

「 雁 轟(2易r∬ 一 一 「0+2y=6

1直 線か曲線かをみきわめる2y=6

yに3x-4-20246

…--,-

yl∵3210⊥
_

書

x+o;δ 「一一x+2v-6

x=6

1

t

--1一

Zy=-x+6

y=-2x+3

「

一 一 一 一

や り方

該当一者 人

A

4

,

人

A

3

B

13人

点 を と って グ ラ フを か くや り方 をA,等 式 変 形 で 「y=… 」 の一 次 関 数 の 形 に して グ ラ

フを か くや り方 をBと して 話 し合 った。

こ こに載 せ て あ るの は,作 戦 タ イム以 降 の実 践 例 で あ る。

A,Bそ れ ぞ れ の や り方 を支 持 す る生 徒 を4人 ず っ 選 ん だ 。 代 表 に な らな か った生 徒 を

Pと して 表 して あ る。

☆ 作 戦 タイ ム,か き方 説 明 。

A11(Aの 説 明):表 をか い て,xが1,2の 時,問 題 の式 のxに 代 人 しま す 。xが1の と
I

B1溜 驚 階 識 し謡,右 偵llに。を移項し2y=-x+6に します。そ

tの 次 に2で 割 ・ て1y=-2x+3の 式 に す る ・

A21(Bへ の質 問):式 か らど うい うふ うに グ ラ フを か くの で す か。

B2j+3醐 片 だ か ら[離 の3を 指 して]・ … 点 を と ・て,-12が{頃 きだか ら2動

}く と1下 が って[(2 ,2)の 点 を 指 して]こ の 点 と ま っす ぐに線 を 引 き ます。

☆ 作 戦 タ イ ム。 授 業 カ ー ドの 説 明,記 入 させ る。 話 し合 い開 始 。

A3・Aの よ さ→ 表 で や れ ば ど ん な問 題 で もか け る。 聞 違 いが 少 な い。

t反 比 例 の グ ラ ・は・ 表 を か いて 点 を と らな い とか け な い・
ミ

iBの 不 便 → 移 項 した と き,↑,一 を 間 違 いや す い。 計 算 間 違 い がAよ り多 そ う。

B3Bの よ さ__鱗 で習 。た こ とが 使 え る。 手間 が か か らな い.少 しの式 で よい。
　

A3iBの や り方 だ と,や るの は速 い け ど ミスが 多 い。Aだ と確 実 性 が あ る。
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Pl

A3

B4

Al

B4

Yl

A3

Pl

A3

Pl

lI

P2

P3

B2

C

Bl

Pl

A3

Pl最 後,時 間 が な くな った ら ど うす るの で す か 。

A1急 い で や って も,間 違 え た ら意 味 が な い。

A4そ うだ よ。

☆ 黒 板 のA'の や り方 につ いて 。

A4x=0の と き とy=0の と きの値 を 求 め た。

P4そ れ は た い へ ん い い 方 法 だ。

Pの

生 徒

☆

(言 って る意 味 が)わ か らな い。 丁ofl'に説 明 して くだ さ い。

表 に比 べ て 間違 い が 多 い。 表 の 方 が確 実 だ。 式 で は計 算 ミスを す る。

い ち いち 表 を か い て い る と時 間 が かか る。 速 くで き る ほ うが よ い。

速 くて も間違 え て は仕 方 が な い。

そ うで す ね。

Aに 質 問。 代 入 す る と き,数 字 が奇 数 の と きど うす るの で す か。

計 算 の と き小 数 に な るか ら省 い た。

計 算.が た いへ ん じゃ な いで す か 。

た いへ ん だ け ど,2つ ぐ らい や れ ば,後 は規 則 性 で わ か る。

(2っ ぐ らいで グ ラ フを か く とい うの な ら)表 と式 は,ど うい うふ うに違 うのです か。

で も,式 は式,表 は表 。 うん,表 だ か ら違 うん だ よ,き っ と。

Bの 方 は分 数 に な りやす い の で,計 算 ミス しや す い。

Bは 切 片 が す ぐわ か って や りや す い。

(Bは 分 数 に な って ミス しや す い とい う意 見 に 対 して)分 数 に な って も い い で す よ。

(分 数 に な って も)特 に 問題 な し。

分 数 なん て小 学 校 か らや って るか ら大 丈 夫。

Aの や り方 は時 間 が か か るの で,テ ス トの と き ど うす る のか 。

ち ょ っ と待 って。 考 え させ て。 テ ス トの と き は他 の問 題 を 先 に や れ ば よ い。

間 違 い が な さそ う。 速 いか らい い。 簡 単 で い い。 途 中 が わ か らな くな る。

直線 で しか使 え な い。 反 比 例 は ダメ。

ま とめ。 自 己評価 カ ー ド記 入 。

(2)自 己評 価 の結 果(総 数196人)

話 し合いに積極的に参加で きたか

それぞれの考え方やかき方のよさが理解できたか

二元一次方程式グラフのかき方が理解できたか

A

18%

41%

42%

40%

一

B

一一

C

55 27%

49 iai

46% 12%

1

52%
一一一⊥8%.
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5考 察

私 た ち は,生 徒 の数 学 へ の興 味 ・関心 を 高 め る た めの 一 っ の 手段 と して,授 業 に話 し合 い活

動 を 取 り入 れ る こ とが 有 効 で あ る と考 え 研 究 を進 めて き た。 そ して,実 際 に行 った 授 業 中 の生

徒 の 様fや,授 業 カ ー ドの生 徒 の感 想 な どか ら,研 究 の ね らい の3点 に っ い て 考 察 して み た 。

(11生 徒 の 発 言す る機 会 を増 や す こ と に よ り,生 徒 の 主体 的 な学 習 活 動 を促 し,表 現 力 を 育

成 す る。

r　 　 　　 へ 　　 　 　 　 　へ　 の　 へ 　 　 　 　 ロ　へ 　コ　　 　　　　へ

い 話 し合 いをす ると漕 段 は何 も思 わず にや ・て いる・とが渓 き詰 めて考 え られて楽 しい.i

卜 説明が思 うようにで きなか った・ナれ ど,魅 にな・た気分で結襟 しめた。i

卜 初 め はあ まりや りた くなか 。たけれ ど湘 分の意見がtiえ てす 。き りした。i

i・ い ろいろな意見が聞 けて楽 しカ、。た.今 度 は自分が代表 にな 。て言舌し合 いをや りた いと思 う。i

i.も 。と乱 合 いを したか った。i

i・聯 ・た一 り発講 なくて残念一}
1二亘』'たいyは 塑 た虹 蔓 邑2に言・△ 坐勉 空勉 堕 くて塾 孟竺圭2空L __一 」

話 し合 い活 動 を 取 り入 れ る こ とに よ って,確 か に生 徒 た ち は活 発 に発 言 して い た。 特 に

代 表 生 徒 は,初 め は消 極 的 で あ って も,意 見 を 言 って い る うち に積 極 的 に な り,学 習 意 欲

を か きた て られ,自 分 か ら話 し合 い に 参hnし て い く者 が 多 か った。 代 表 に な らな か った生

徒 に も,友 達 の 意 見 を 熱 心 に聞 きな が ら進 ん で 質 問 した り,次 は 自分 が代 表 を や りた い と

い った 意 欲 が で て き た生 徒 が い た。 この よ う に,生 徒 の発 言 す る機 会 が増 え る と ,自 ず と

主 体 的 な学 習 活 動 が 促 進 され る。 しか し,表 現 力 が 育 成 され て い な い た め に 発 言 で き な い

生 徒 が い る。 そ の ため に も発 言 の機 会 を 増 や す こ と に よ る表 現 力 の 育成 が必 要 で あ る。

(2)自 分 の意 見 を 述 べ た り,他 人 の意 見 を 聞 く中 で 思 考 過 程 を明 確 に し,論 理 的 な 思 考 力 を

育 成 す る。

「繭 藤 を賄 け翫 一砺 硬 折彰絶春砺 痂 π5双 だ。琢 源 藤 濡ヨ亮「 一酷
il

i● 内容 が難 しか ったので意見 を言 う人 はたいへんだ ・たけれ どよ くわか って良 か った・l

i● それぞれのや 肪 の良 い点・や りに くい点 がわか ったので澗 題 によ ・て・使 い分けがで きるよ うll

に したい・l

l・ 最初 はや り方がわか らなか ・たけれど雄 に教 えて も ら・た り話 し合 いをみんなでや ・てや り方iエ
iを 理解 する ことがで きて良か ったです。今度 は,自 分の力でや りたい。}

　

1・ グラフのか き方 がわか らな くて も,表 を作 ったり,yに っ いて求めれば,必 ず点 は とれ る ことがわ1じ
1か っ たQ} じ
i暢 合場合 で使 い分 ければ ,も 。と計算 が楽にな ると思 。た。1

君一 曜　 曜一 「一'一 一一一甲一 一 一 一{一 一 一 一 一一 一一一一 一一 一一 一一一_________ 一_________一_______」

自分 の 考 え を 正 し く相 手に伝 え るに は,思 考過 程 を 整 理 して い く こ と が,大 切 で あ る。

授 業 中 の様 子を み て い る と,生 徒 た ち はそ の 大 切 さを 十 分 に実 感 で きた よ うに 思 え る。 ま

た,厘 い に意 見 を 交 換 す る中 で,論 理 的 に問 題 を 考 え る よ うに な って い った。
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(3)話 し合 い活 動 を 通 して,多 様 な もの の見 方 や考 え方 を育 成 す る。

・方程式 の グラフの いろいろなか き方 がわか った。良 い ところはまねを しよ うと思 った。

・みんなの意見 もわか った し,ど のや り方 が自分 に一番合 ってい るかわか って良 か った。

・1つ のや り方だ けで はな く,他 のや り方 もあ ることがわか って勉 強にな った。

・個人的 には 「y=… 」の方が使 いやす いけれ ど,点 を とる方法 はすべての式 で使え るか ら,こ の方

法 もよい。

・LIの 授業 はいっ もと違 って先生 が教 え るので はな く,み んなで考えを出 し合 い,グ ラフのか き方

Lを 話 し合 ・たので とて もいい授tた ・ 一一 一___

生 徒 た ち は,他 の 人 の意 見 を 聞 くこ と に よ り,自 分 の 考 え た こ と以 外 に もい くっ か の解

き方 が あ る こ とが わ か り,多 様 な もの の 見 方 や 考 え方 の育成 にっ なが った。 ま た,話 し合

い活 動 を通 して,そ れ ぞ れ の考 え 方 を互 い に認 め合 い,そ の中 で 自 ら学 び高 め 合 う こ とを

実 感 して い る様 子 が伺 え る。

6今 後 の課 題

研 究 を終 え て,次 の よ うな こ とが 課 題 と して残 った。

(1)話 し合 い活 動 を取 り入 れ るの に適 した題 材 の研 究

話 し合 い活 動 を しや す い よ うに,適 度 に難 しく,多 様 な解 き方 を 引 き出 せ る課 題 を他 に

も検 討 して い きた い。

(2)よ り多 くの 生 徒 が 発 言 で きる よ うに す る工 夫

「今 度 は 自分 で や ろ う と思 う」 「も っ と話 し合 い を したか った」 な ど が 授 業 後 の 生 徒 の

感 想 に あ っ た。 代 表 生 徒 と代 表 に な らな か っ た生 徒 を入 れ 替 え る な ど して,よ り多 くの生

徒 が 発 言 で きる よ うに す る必 要 が あ る。 ま た,「 言い た い こ とは あ ったが,ど の よ うに 言 っ

て い い の か わか らな くて終 わ って しま っ た」 「説 明 が思 う よ うに で きな か っ た 」 と思 った

生 徒 も多 い。 普 段 か ら,生 徒 が活 発 に発 言 で きる授 業 を心 掛 け た い。

(3)発 問 と助 言の 工夫

今 同 の授 業 の反 省 の1っ に,結 論 を 急 ぎす ぎ,教 師 の説 明 が 多 くな って しま っ た と い う

こ とが あ った。 話 し合 い 活 動 中 の 教 師 の発 問 や助 言に よ って,話 し合 い活 動 が 活 発 に な る

か そ うで な い か が決 ま る こ と もあ る の で,発 問 や助 言 に は充 分 に 配慮 して い きた い。

(4)テ ィー ム テ ィー チ ング の活 用

今 回 の授 業 で,代 表 生 徒 と代 表 に な らな か った生 徒 の 指導 を一 人 の教 師 で 行 うに は,対

応 しきれ な い場 面 もあ っ た。 そ こで,話 し合 い活 動 を取 り人 れ た授 業で は,テ ィー ムテ ィー

チ ングで の 授 業 が,よ り効 果 的 で あ る と考 え られ る。

(5)評 価 の 研 究

今 回 の 授 業 で は,生 徒 の様 子 の観 察 と授 業 カ ー ドに よ り評 価 を したが,他 の よ り有効 な

評 価 方 法 につ いて 今 後 研 究 して い きた い。

一g一



皿 自ら学ぶ意欲を高める教材を使った授業の工夫(2班)

1主 題 設 定 の理 由

今 日の 中学 校 の 数 学 の指 導 は,知 識 や技 能 の 伝 達 が 中 心 で,画 一一的 で教 師 主 導 型 だ と い う指

摘 が あ る。 ま た,教 科 の特 性 上,抽 象 的 概 念 を理 解 さ せ るた め の論 理 的 な学 習 が多 い。 そ こで,

生 徒 に と って楽 し く意 欲 的 に取 り組 め る学 習 場 面 を増 や し,生 徒 の 興 味 ・関 心 を 引 き出 す こ と

が必 要 で あ る。 知 識 の伝 達 の み で な く生 徒 が 自 主的 に取 り組 み,思 考 し,判 断 す る能 力 を高 め

る指 導 が重 要 に な って く る。

図 形 の 分野 に お い て 考 え る と,生 徒 た ち の興 味 ・関心 の 方 向 は さ ま ざ まで,い ろ い ろ な発 想

が 予想 され る。 そ れ を 生 か す た め に,生 徒 の関 心 ・意 欲 を 引 き出 し,生 徒 自身 の手 を使 って い

ろ い ろ な 発想 や学 ぶ楽 しさを 体 験 で きる教 具(ジ オ ボ ー ド)を 使 用 す る こ とに した。 この 教 具

を使 用 す る こ とに よ って,知 識 を伝 達 す るの で はな く,生 徒 同 士 の話 し合 い か ら生徒 自 らが 知

識 を創 りだ せ る よ う な状 況 を設 定 した。 そ して,ジ オ ボ ー ドに よ って,生 徒 が 主体 的 に学 ぶ こ

との 楽 しさや 充 実 感,理 解 で きた こ とに よ る達 成 の 喜 び が得 られ るよ うな授 業 を 考 え た。

2硯 究のね らい

本研究で は,教 具 の利点 を生 か し,生 徒が意欲的 に活動 で きる授 業を展開す るために以手 の

点 をね らい とした。

〈1?生 徒 が興味 を もって参 加で きる授業 の工夫

(2)結 論 を導 くために様 々な過程が考 え られ る授業 のf夫

(3)生 徒 の考え方が互 いに簡単 に表現 で きる授 業の工夫

(4)生 徒 の思考を助 ける教具 のr_夫

3研 究 の 内 容

(1)教 材 に っ い て 亀

生 徒 に と って平 行 線 間 の 距 離 が 一 定 と い う概 念 は理 解 し易 いが,そ れ を利 用 して 面積 を

変 え な い で 多 角形 の形 を 変 え る こと は容 易 で はな い 。 そ こで,ジ オ ボ ー ドを使 用 す る こ と

に よ って生 徒 の 発想 を 引 き出 し,学 ぶ 楽 し さを実 感 で き る授 業 を考 え,「 平 行 線 と面 積 」

を取 り上 げ た。

(2)教 具(ジ オ ボ ー ド)に つ い て

正 方 形 の 板 に等 間 隔 に釘 を打 ち,輪 ゴ ム を掛 け変 え る簡 単 な操 作 で,い ろ い ろ な平 面 図

形 を構 成 す る ことが で きる もの で あ る。 今 回 は釘 の数 を8×8に 設 定 した。

ジ オ ボ ー ドの利 点 は以 下 の通 りで あ る。

① い ろ い ろ な図 形 が簡 単 に作 れ る。

② 直 線 や平 行 線 が作 りや す く,頂 点 を動 か しや す い。

③ 紙 に描 く よ り容 易 で あ り,思 考 と と も に図 形 を 次 々 と表 現 で き る。

④ 複 数 の 図 形 を 同 時 に表 示 で き る。

⑤ い ろ い ろ な方 向 か ら見 る こ とが で き る。
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(3)学 習 指 導 案

① 学 年2年

② 単 元 名 「一三角 形 と四 角 形 」

③ 題 目 「平行 線 と面 積 」

④ 指 導 目標

・平 行線 間 の距 離 が 一 定 で あ る こ と を理 解 で きる
。

・底 辺 を 共有 し,高 さが 等 しい2つ のr角 形 の面 積 が等 しい こ とを理 解 し,そ れ を用 い

る こ とが で き る。

・面 積 を変 え な い で ,多 角形 の 形 を変 え る こと が で き る。

⑤ 本 時 の ね らい

[第1時]

・底 辺 が等 し く,面 積 が等 しい三 角 形 を分 類 し整 理 す る こ とに よ って,高 さが 等 しい こ

とを理 解 す る。

・底 辺 が共 通 で ,面 積 が等 しい三 角 形 の頂 点 は,底 辺 に平 行 な 直線hに あ る こ とを理 解

す る。

[第2時]

・平 行 線 間 の距 離 が一 定 で あ る こ とを 理 解 し,面 積 を変 え な い で 多角 形 の 形 を変 え る こ

と が で きる。
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⑥ 展開[第1時]

「諏 『「}一 一一一 指 導 内 蓉.学 習 活J「 禰 櫛 謡 コ
r-一 一← 一一 一 一 一一 一一 一一 一一一一一一 一一一 一「一一 一,

博 入(10分)}'ジ オボー ドの名前 と特徴 の説明1'釘 の数が8x81

1の ジオボー ドを11ジオボー ドの ・ 等間隔 に釘 を打 ってあることを説明 ・確認

階 徴にっいて1険 用する。l
i

ゆ説明u● 鞠 叢 螺 爵騨 形をジ　 ドで示し・何とい1●響 鯛

tま た
,餉 二等辺三角形をジオボーrで 作 らせる.1

t課題提示
(10分)

レ 課馴 ジオボー ドを使 ・て面積が6・㎡の三角形を考える」

卜4人 のグループに臨 を移動させ,グ ループに一枚 ジオボ詞

を配 る。 輪 ゴムと発表用 プ1ノン ト30枚 配布。

i

ド難撫i
しなが ら,考 えI

iの ・ン・を刺

1[操 作'J]i【

1面積副.プ リ。,に記入した面積6_角 形を ゲーム_漬 副 裏返しの三角形i

陣 形の発表

t(15分)

卜 面積6㎡ の三角形をできるだけたくさん見肱 配布したプト 全員がジオボー1

リントに記入させておく.レ 離rる よう1

1さ れてい る三 角形 と同 じ形の もの は除 き・
1} 発表 させ る形 式を とる

。

i

lド 蹴㌔膿驚朧霧1繋 舞 酷讃に
{1

表 させる・プ リ・トは黒板に貝占・て示す・ただし・すでに綱

異なる形の三角形をi

(対称)は 合剛

であ ることを確!

i
認す る。i

!

ー

」
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「据齋 「

辺 の長 さにっ

いての分類

(10分)

指導内容 犀 蕎馬窮…一 一 一一一 一一丁藷 導上の留意点

ま とめ

(5分)

・発表 され た二角形 を,同 じ特徴 のあ るもの ごとに分類 したいが,

どの よ うな種類 ごとに分類 で きるか。

・生徒か ら予想 され る分類条件

ア.二 角形 の種類(角 度)

イ,底 辺 の長 さ(辺 の長 さ)

ウ.三 辺 とも整数 でな い 三角形

・ 「ここで は、 底辺 の長 さ(辺 の長 さ)に 着 目 して分類」

・辺 の長 さに着 目 した場合 ,ど のよ うな種類 に分 け られるだろ う

か。

・底辺 の長 さは,次 の5種 類 に分 け られ る。

ア.底 辺6cm,4cm,3cm,2cmの 三角 形

イ.一 辺 と も整数で ない三角形

・発表 され たプ リン トを見なが ら,底 辺 の長 さが同 じもの に分 け

る。

・底辺4cmの 三角形 の共通 して いる底辺を重ねて オーバ ーヘ ッ ド

カメ ラ(OHC)で 示 す。

「底辺が同じで面積6c㎡ の

形が違 う三角形を集めた。

底辺 と頂点の位置関係か ら

わかることは?」

・面積 が等 し く
,

線L一 にあ る。

底辺が共通な三角形の頂点 は,底 辺に平行な直

・自由な発想 ,考

え方を大切 に し

て発表 させ る。

・考え る時間を と

りなが ら進める。

三辺 とも整数で

な い三角形 は別

扱 い。

・視聴覚機器を利

用 し,視 覚か ら

思考の手掛かり

を見付けさせる。
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指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 コニ醇 ヒの留意点1
←r-一 一一 一 一一 一 一 一一一 一一 一一 一 一 嘔 ・一 一 一一 一 一一 「

揃 時の復習と ト ジオボー ドを利用 しなが ら,前 時の逆 も成立する・とを確認引l
I嵯 「

1確認

1(5分)
iIIlI

ド 　

薫 碧惚 鮮 平㈱ の距離(高さ)が一定なので面積唯 轡 雲讐
ミ ミ

脆21る ・{

[第2時]

5春編 一「

1

}
l
i

i

}

:応 用 ・発 展

1(10分)

1

A B

A B

・上記の結 果を利用 して ,三 辺 とも整数 でない 読角形 につ いて考

え,磨 用 。発展で きるよ うにする。

1
・復 習 しな が ら生1

を

徒に観 させる1

よ うに す る。1

・ジ オ ボ ー ドで ド図 の 三 角形(底 辺3cm× 高 さ4cm)を 示 し,底

辺 を 斜 め の 辺 に と る。

・平行線間 の距離(高 さ)が 一一・定であ り底辺 を共通 に とる と,面

積が等 しい 二辺 とも整 数でな い一{角形が見付か る。

一一ｺ

一一14一



指導の段階

課題提示

(15分)

指導内容 ・学習活動

・課題 「四角形 と同 じ面積 の三角形 を一 っ作 る」

・四角形 の面積を求 めな くて も,

いればで きるこ とを指示。

これまでの学習内容を理解 して

ピンゆ＼

D・＼

ヒント②

代

」

・ワー ク シー トを 配 布 して ,課 題 演 習 す る。

ヒン ト①

四角形に対角線

に輪 ゴムをか け

る。

ヒン ト②

頂点を通 り対角

線 と平行 に輪 ゴ

ムをか ける。

指導上の留意点

・ジ オ ボ ー ドを 配

る。

・机間指導 しなが

ら悩んで いる生

徒 には ヒン トを

出す。

4授 業 の ま と め

(1)ア ンケ ー トの集 計,感 想

生 徒 数242人

① 授 業 は楽 しか った で す か 。

a大 変 楽 しか ったb楽 しか った

15%52%

cっ ま らな か っ た

33%

② 小学 校 で ジオ ボ ー ドを使 った こ とが あ ります か 。

aは い1%bい い え99%

③ ジオ ボ ー ドは役 に立 ち ま した か。

aと て も役 に立 ったb役 に立 った

16%59%

c役 に立 た なか った

25%

④ 普 通 の授 業 に比 べ て,積 極 的 に参 加 で きま したか 。

a積 極 的 に参 加 で きた28%b普 段 と変 わ らなか った58%

cあ ま り積 極 的 に参 加 で き なか った14%
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⑤ 面 積 を 変 え ず に多 角 形 の形 を変 え る こ とが 理 解 で き ま した か。

a良 く理 解 で き た21%bだ い た い理 解 で きた51%

cあ ま り理 解 で きな か った28%

⑥ 今 同 の授 業 の感 想

。ノー トに書 い た りす る よ り早 くで きて い い。

・別 に紙 で もい い と思 っ た。

・難 しか った け ど楽 しか っ た。

・ジ オボ ー ドを 使 って 小 学 校 の 頃 を 思 い 出 して 楽 しめ ま した。 た ま に は こん な 授 業 もい

い と患 い ます。

・輪 ゴ ム と ジ オ ボ ー ドを使 った ので 自分 で も形 を変 え る こ とがで きて分 か りや すか った。

・一 人 で や る よ り も班 の 人 が い た の で,早 く理 解 で き た よ うに思 え ます 。 いっ も と少 し

変 わ っ た感 じで良 か った で す。

・黒 板 な ど に書 くよ り分 か りや す く理 解 し易 か った 。

・手 を動 か して(体)覚 え られ る(や れ る)か らい い と思 う。

・面 積 を変 え ず に 多 角形 の 形 を 変 え るの は難 しか った け ど,す ご く感 動 した。 今 まで そ

の よ うな事 が 簡 単 にで き る はず が な い と患 って い た け れ ど,頂 点 を 変 え る だ けで,面

積 を変 え ず に多 角 形 の形 が変 わ った か らだ。

・いっ も よ り楽 し く,い ろ い ろ 考 え る力 もっ き ま した。

(2)ワ ー ク シー トの 正答 率

① 次 の 四 角 形 とf(11積の 同 じ三角 形 を 一一つ 作 図 す る。

② 自 由 に 莞角 形 を 書 き,面 積 を 変 え な いで 二角 形 を 一っ 作 図 す る。

③ 次 の三 角 形 の 面 積 と同 じ大 き さ の こ角 形 を一 っ 作 図 す る。

85%

80%

87%

(3)授 業 の 考察

「平行 線 と面 積 」 の理 解 に は平 行 線 間 の距 離 が一 定 で あ る と い う こ とを 強 く印 象 づ け る

必 要 が あ る。 その た め に,第1時 は直線 か ら等距 離 に あ る点 の集 合 が'ド行 線 にな る こ とを

確 認 し,第2時 は,そ の逆 か ら授 業 を進 め た。 ジ オ ボ ー ドの釘 が平 行 ・等 間 隔 で あ る と い

う性 質 は,生 徒 が そ れ らを理 解 す る手 助 け とな っ た。

操 作 活 動 中,生 徒 は 自由 に線 を 引 き,図 形 を回 転 させ る。 ま た,班 員 と 自 由 に意 見 交 換

をす る。 多 少 時 間 は か か るが,ど の 生 徒 も取 り組 む き っか け を っ か む こ とが で きた。2時

間 の 内容 の 中 で,生 徒 が 作 業 す る時 間 を確 保 す る た め,課 題 提 示 ・指 示 等 はOHCを 積 極

的 に使 用 した。 生 徒 の発 表 に もOHCを 使 用 した。 この こ と に よ り,生 徒 た ち の さ まざ ま

な 発想 や 考 え 方 が 共 有 で きた。

ジオ ボ ー ドか ら離 れ,ワ ー ク シー トに取 りか か っ た と き,今 まで の操作 活動 が生 か され,

抵 抗 な く問 題 に取 り組 む こ とが で きた。 グル ー プ間 で 自然 に話 し合 い が 始 ま り,協 力 して

課題 に 取 り紺 ん で い た。
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5研 究 の ま とめ

研 究 のね らい に そ って,生 徒 の様 子 を 中心 に ま とめ て み る と次 の通 りで あ る。

(1)生 徒 が 興 味 を も って 参 加 で き る授 業 の 丁 夫

自分 で 考 え た図 を生 徒 自身 が す ぐに ジオ ボ ー ドに作 る こ とに よ り,視 覚 的 に確認 で きた。

これ は ノ ー トに図 を書 い た場 合 と違 い,次 々 と変 化 す る思 考 に即 座 に 対 応 で き る 良 さが ,

生 徒 自 ら意 欲 的 に取 り組 め た姿 勢 に っ な が った と考 え られ る。 また,ジ オ ボ ー ドを 見 た と

き生 徒 が 興 味 を 示 した こ と も,授 業 へ の積 極 的 な 参加 へ っ な ぐこ とが で きた。

(2)結 論 を 導 くた め に様 々 な過 程 が考 え られ る授 業 の 工 夫

面積 が 等 し く形 の違 う三 角 形 を見 付 け だ す とい う取 り組 み や す い問 題 場 而 を設 定 す る こ

と に よ り関 心 を もち主 体 的 に取 り組 め た。 そ して,操 作 活 動 を通 して 多 数 の'一乳角 形 を発 見

で き,さ らに共 通 な辺 を持 つ τ三角 形 に分 類 す る こ とで,バ ラバ ラだ っ た ものか ら規 則 性 を

見 いだ し,結 論 を 導 く こ とが で きた。 そ して,生 徒 の理 解 が よ り深 ま っ た ことで,そ の結

論 か ら作 図 へ の 移 行 も スム ー ズに す す め られ た。

(3)生 徒 の 考 え 方 が 互 い に簡 単 に表 現 で き る授 業 の工 夫。

各 自の 考 え た図 を ジオ ボ ー ドに作 る こ とで,互 い の 考 え 方 を 確 認 し合 う こ と が で き た。

また,グ ル ー プの 人 数 も3～4人 に設 定 した こ とで,一 一人一 人 の 活 動 場 面 が 多 くな り,よ

り 主ヨ本的 に授 業 に参 加 す る こ とが で きた。 そ して,グ ル ー プ内 で 協 力 し,よ り多 くの 一三角

形 を 見付 けだ そ うとす る姿 勢 が 見 られ た。

(4)生 徒 の 思 考 を 助 け る教 具 のL夫

ジ オ ボ ー ドの製 作 は選 択 履 修 の生 徒 や教 科 係 の生 徒 な ど に協 力 して も ら った。 ジオ ボ ーニ

ドを 作 る と き に も生 徒 は大 い に 関心 を示 した。1台 約30分 で 完成 した。 材 料 も学 校 に あ る

もの を 活 用 す れ ば,比 較 的 安 価 で す ませ る こ とが で き る。 ジ オ ボー ドの利点 は多数 あ るが,

何 よ り も,い ろ い ろ な図 形 が簡 単 に作 れ る とい う こ とが 生 徒 の 思 考 を 助 け る 効 果 が あ る。

6今 後 の課 題

(1)指 導 計 画 につ いて

生 徒 の 操 作 活 動 や 問 題 解 決 へ 向 け て の取 り組 み にお い て,2時 間 の 中 で は ト分 に 目的 を

達成 しきれ な い た め,更 に ⊥二夫 す る必 要 が あ る。

(2)事 前 準 備 につ いて

本研 究 で はOHCを 使 用 した が,設 備 の な い学 校 も多 い と思 わ れ る の で,OHCを 使 用

しな い展 開 例 も考 えて い きた い。

(3)ジ オ ボ ー ドの活 用 につ い て

今 後,生 徒 一 人 一 人 に ジオ ボ ー ドを製 作 させ る と と も に,他 の単 元 に お い て も積 極 的 に

活 用 で きる よ う検 討 を進 め て い きた い。 例 え ば,一 次 関 数 の傾 きの指 導 に ジ オボ ー ドの方

眼 が 利 用 で き る と思 わ れ る。

(4>今 後 の研 究 課 題

今 後 ジオ ボ ー ドに限 らず,教 具 を研 究 し,授 業 をL夫 して 生 徒 が 主体 的 に活 動 で き数学

が 楽 し く学 べ る よ うに努 力 して い か な け れ ば な らな い と強 く感 じた。
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皿 コ ンピュー タを効果 的 に活 用す る課題 学習の工夫(3班)

1主 題 設 定 の 理 由

数 学 の授 業 の 中 で,教 科 書等 の例 題 に な ら って 問 題 を 解 くこ と はで きるが,少 し異 な った 問

題 や総 合 問題 等 に は 手が つ か な い生 徒 の 姿 が 目 にっ く。 ま た,学 習 した 内容 がH常 の 生 活 に生

か され て い る,と い う実 感 が わ か ず,数 学 を学 習 す る こ と に対 す る価 値 観 を 見 いだ せ な い生 徒

や,与 え られ た問 題 の結 梨 を 出 す こ とを 急 ぎ,そ こに至 る ま で の過 程 を お ろそ か にす る生 徒 が

い る こ と も否 め な い。 問 題 の解 決 に あ た って,既 習 事項 の 中 か ら,何 を選 択 し,ど の よ うに適

用 して い くか を考 え るだ け の 時 賜 と機 会 が 不足 して い る とい え る。 また,教 え る側 で あ る私 た

ち に も,教 科 書 の 内 容 を わ か りや す く教 え る こ とが 中心 とな り,生 徒 達 の 意 欲 的 ・探 究 的 な取

り組 み を促 す だ け の 機 会 を ←分 に 与 え て い な い とい う反 省 もあ る。

そ れ らを解 決 す るた め に,各 領 域 の 内容 を総 合 した り日常 の 事 象 に関 連 付 け た り した適 切 な

課題 を 設 けて 行 う課 題 学 習 が 適 切 な 内 容 の 一 っ と考 え られ る。

そ こで,臼 常 生 活 の 中 か ら,「 近 道 」 とい う題 材 を選 び,一 人 一 人 の 生 徒 が 興 味 ・関 心 を も

ち,主 体 的 ・意 欲 的 に取 り組 み,そ の 能 力 や適 性 に応 じて発 展 で き る課題 を 考 え た。 課 題 解 決

の 過 程 で は,作 業 や思 考 の道 具 と して の コ ン ピ ュー タの活 用 を通 して,学 ぶ こ との 楽 しさや数

学 的 な 見方 や考 え方 の よ さを,課 題 を解 決 した と きに は成 就 感 や 満 足 感 を味 わ え る学 習場 面 を

設 定 した い と考 え,本 主 題 を設 定 した。

2研 究 の ね らい

本 研 究 で は,次 の点 を ね らい と した 。

{ll既 習 事項 を利 用 で き,日 常 の 事象 に関 連 付 け た発 展 性 の あ る課 題 を 工 夫 す る。

(2)生 徒 が コ ン ピ ュー タを 思 考 の道 具 と して活 用 し,主 体 的 に取 り組 む こ とが で き る よ う に

す る。

3研 究の内容

q)研 究 の経過

① 研究主題 の設定

② 課題学習 や コ ンピュー タを活用 した先行研究 の調査

③ 既成 の コンピュー タソ フ トにつ いての調 査 ・検討

④ 課題 の検討

⑤ 学習 指導 案の作成 と指導方法 の検 討

⑥ 授 業実践

⑦ 生徒へ の調査 と授業 の分析

⑧ 研究の ま とめ と今後 の課題 にっいての検 討

(2)教 材 にっ いて

次 のよ うな理由で,課 題学習 と して ー体の表面上の最短 コー ス」 を取 り ヒげた。

① 把握 が容 易で興味 ・関心 が もて,取 り組み やす い課題 である。
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日常 生 活 にお け る 「近 道 」 を題 材 と し数 学 の 「2点 間 の 距 離 」 に関 連 付 け る。

② 基 本 的 な既 習 事 項 を使 い な が ら多 様 な考 え 方 を 引 き出 せ,個 々 に応 じた発 展性 もあ る。

合 同 ・相 似 ・立体 とそ の展 開 図 ・二平 方 の 定 理 の 利用 に よ り解 決 で き る。 そ して,経

路 に 条 件 をっ け た り,さ まざ まな 立 体 を 考 え る こ とが で き る ので 個 々 の能 力 に応 じた 課

題 へ 発 展 させ る こ とが で き る。

③ 操 作 活 動 を伴 い,成 就 感 が え られ る。

画 用 紙 の利 用 や コ ン ピュー タを 活 用 し,課 題 を解 決 で き る。 ま た,ネ ッ トワ ー クシ ス

テ ム の利 用 に よ り,生 徒 の 考 え を 発 表 で き る。

ま た,ソ フ トの機 能 と して は,

ア 立体 の種 類 が 多 く,拡 大,縮 小,回 転,展 開,組 み立 て が可 能 で あ る

イ 任 意 の辺 を切 り 口 と して 展 開 で きる

ウ 立 体 の表 面 に線 分 を 引 くこ とが で き,そ の ま ま展 開 で きる

エ す で に生 徒 が 使 用 し,操 作 が 平 易 で あ る

以 上 の条 件 を満 た す もの の うち,本 グル ー プ は今 回 「3Dラ ボ」 を利 用 した。

(3)学 習指導案

① 課題

「立体 の表 面上 の最短 コース」

② 指導 計画

第1時 立体の表面 上の2点 を結 ぶ最短 コー スは,立 体 の展開 にお ける2点 を結ぶ線

分 となる ことを発見 させ る。

第2時 立体の種類 や2点 の位 置を変化 させ ることで,よ り発展 した課題 に取 り組 む

とと もに,自 ら課題 を作成 す ることで理解 の定 着を図 る。

③ 授業展開

第1時

学習内容 と生徒の活動

右の図の よ うな公園が あ る。

入 り口か ら出 口まで の最短 の

コー スを考え よ う。

長 方形 の紙 に,最 短 の コー スを記入 す る。

知[

『

入

教師の支援活動

実際に長方形の紙を配布 し最

短のコースを記入させる。
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一 課 題2-一 一

,'

一 一 一 一ノ

入 り口

出口

「
右 の図の ような公園が あ

る。 入 り口か ら出 口まで の

最 短の コースを考 えよ う。

L_一

最短 の コー スを記入 す る。

、γ体 の表面上 の点 を結 ぶ最 短 コースは,

線分 にな ることを確 認す る。

」

展開図の ヒでその点を結ぶ

実 際 に,紙(課 題1で 配 布 し

た紙 と同 じ大 きさで,折 り目

のつ いた もの)を 配布 し,最

短 の コー スを記入 させ る。

1一 課題3
1

右 の図の立方体 の表面 上に,

1点Aか ら点Gま での最短 の コー

スを考え よう。

1

L
ソ フ トを起 動 し,ウ1方 体 の 表 面

して い く。

6通 りあ る こ とを 確 認 す る。

一一課 題4-・ 一一

二に最短 と考 え られ るコー スを記入

1課 題3で 考え た6通 りの コー スの道 の りを考 えよ う。 ただ し,
1、γ方体 の1辺 の長 さを4cmと す る

。

IL __。_____一___一_.__一.

課題2に っ いて気が付 いた こ

とを発表 させ る。

課題1・ 課題2で 用 いた紙 は

机Lに 置か せ,以 後 の課題を

考え る参考 とさせ る。

1通 りだけではない ことに気

付かせ る。

コンピュー タを使 い,立 方 体の展開 ・組 立を し解決の方法を考える。 三平方の定理が有効 であ るこ

解決 の方法 と,最 短 の道 の りを発表 させ る。 とに気付かせ る。

「 課題5-一 … 一

右 の図の直方体 の表面上 に,

点Aか ら点Gま での最短 の コー

スを考え よう。

2㎜.、D

H
EI
伽

L-_一

コンピュー タを使 い,直 方 体 の展開 ・組 立を し解決の方法を考え る。

隆 　 最　 　 させる.

1通 りの コー スだけで は,最

短 の道 の りは出ない ことを気

付かせ る。
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第2時

一
一

学習内容 と生徒の活動

「 識
に示された2鮭 諏 表面上の最嘉 スと,砺 道

の りを考え よう。

② 点Aか ら点D

ただ し,4面 すべ てを通 ること

A

g--C

D1辺
4cmの 正 四 面 体

教師の支援活動

① 点Aか ら点p

4cm

ノ4cm-_D'4cm

'C

-1

FP

GP=1cm

③ 点Pか ら点Q

A

'¥e

B、
aD

、
＼

F

④ 点Pか ら点P

ただ し,側 面を1周 す ること

A

1辺4cmの 正 八 面体

点P、 点Qは 辺 の 中点

⑤ 点Aか ら点G

ただ し、α〈b〈c
A

P、5cm'

D
,b-.

F

一脊
、

すべての課題の解決は求めず

に,解 決の糸口の見いだせそ

うな課題のみ取 り組ませる。

コンピュー タを使 い,立 体 の展開 ・組立 を し,解 決の方法を考える。 ヒン トとなる図を読み込 ませ,

解決 の方法 と,最 短 の道の りを発表 させ る。 思 考を支援す る。
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一 課 題7--
1

次の図の立体の表面上に2点 をとり,

と道のりを求 める問題を考えよう。

立方体

正八面体

一

1

i

I

,・ へ

、

す い

隔 馳 、

とり,2点 を結 ぶ最 短の コー ス

0

方体 正四面体

一 一

円柱

すべての 立体 につ いて考 え さ

せ るので はな く,問 題作成 の

糸 口の見 いだせ る立体 のみ取

り組 ませ る。

次回 まで に生徒 の作 った問題

を掲示 してお く。

一 一 ■■●

4授 業 の考 察

(1)生 徒 へ の 調 査 内 容 と ア ンケ ー ト結 果

① 数学 の 授 業 中 コ ン ピュ ー タを活 用 しま した か。

は い99%,い いえ1%

② ソ フ トの基 本 的 操 作 が わ か りま した か。 は い83%,い いえ17%

③ コ ン ピュ ー タを利 用 した数 学 の授 業 は楽 しか っ たで す か 。

は い93%,い いえ7%

④ 次 の内 容 を利 用 しま した か。

ア,合 同 は い75%,い い え25%

イ,相 似 は い75%,い い え25%

ウ,立 体 とそ の展 開 図 は い80%,い い え20%

エ,三 平 方 の定 理 は い86%,い い え14%

(2)生 徒 の感 想

・立 体 を 自由 に動 か した り,展 開 ・組 立 が で きる の で,楽 しい し考 え や す い。

・2人 で1台 を使 うの で ,自 分 と は違 う考 え方 も聞 け る し,協 力 して で き る。

・立体 の展 開 ・切 断 な どで ,想 像 して もわ か りに くい こ とが で きた。

・立体 を動 か す と き,動 作(処 理 ス ピー ド)が 遅 く,ス トレスを感 じた。

・どん な 立体 で も展 開 図 にす れ ば最 短 コー スが わ か る。 お どろ い た!。

・立体 の 展 開 図 が表 面 積 の 計 算 以 外 に も利 用 で き る こ とを知 った。
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(3)授 業 の評 価

・生 徒 は ,課 題 に 対 して積 極 的 に取 り組 ん で い た。

・具 体 的 ,口 常 的場 面 を イ メ ー ジす る中 で 課 題 を提 示 した こ とは,後 の思 考 を容 易 に した。

・作 業 活 動 を入 れ た こ と は,課 題 に対 す る取 り組 み 意 識 を高 め た。

・生 徒 が2人 で課 題 に取 り組 む 授 業 形 態 に よ り,率 直 な意 見 交 換 が 活 発 に行 わ れ た。

・一 人 一 人 の能 力 や適 性 に応 じた取 り組 み が で き た。

・コ ン ピ ュー タを 積 極 的 に活 用 しよ う とす る姿 が 見 られ た。

5研 究 の ま とめ

研 究 の ね ら いで あ る

(1>既 習事 項 を 利 用 で き,口 常 の事 象 に関 連 付 け た発 展 性 の あ る課題 を工 夫 す る。

② 生 徒 が コ ン ピュ ー タ を思 考 の道 具 と して活 用 し,主 体 的 に取 り組 む こ とが で き る よ うに

す る。

に っ い て ま と めて み る。

(1)に つ いて

日常 生 活 の中 で もた び た び登 場 す る 「近 道(最 短 コー ス)」 と い う概 念 に っ い て,数 学

的 に探 究 す る こと を,今 回 の課 題 と して扱 った。 生 徒 に と って は,身 近 に考 え る こ とが ら

で あ る ので,抵 抗 な く課 題 に取 り組 む こ とが で きた。

まず,具 体 的 な公 園 の例 か ら導 入 し,実 際 に経 路 を 記入 させ て み るな どの 作 業 を行 っ た

こと は,生 徒 に課 題 に取 り組 む意 欲 や 関心 を もた せ る上 で有 効 で あ っ た。

ま た,日 常 に は そ れ ほ ど現 れ る こ との な い,立 体 の表 面 上 の最 短 コ ー ス に思 考 を拡 げて

い った と きに も,展 開 図 を も とに,平 面 上 の最 短 コ ー ス につ いて 考 え るの と同 様 の方 法 で

解 決 で き る こ との発 見 は,生 徒 に と って 十 分 に印 象 的 な数 学 的 体験 で あ っ た。

(2>に つ い て

今 回 の授 業 は,コ ン ピュ ー タ ・ル ー ム を使 用 し

ア,ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム

・一 斉 送 信 機 能(課 題 の 提 示 ・生 徒 の発 表 ・教 師 の 説 明 な ど)

・教 師 側 の受 信 機 能(個 々の 生 徒 の理 解 や 進 度 状 況 の 把 握)
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イ,ソ フ トウ ェ ア

・思 考 や 理 解 を助 け る た め の道 具 と して

・個 々 の生 徒 の進 度 に応 じた 課題 へ の 取 り組 み を可 能 に す る た め の道 具 と して の 活 用 を

図 る展 開 に した。

ネ ッ トワー ク シ ステ ム に よ り コ ン ピュ ー タ ・ル ー ム な らで はの,板 書 に代 わ る有 効 な伝

達 手段 を示 し得 た。

ソ フ トウ ェァ に よ り,立 体 を様 々 な仕 方 で展 開 す る操 作 を 時 間短 縮 し,さ らに さ ま ざ ま

な方 向 か ら見 て 考 え る こ とな どが 可能 に な った。

また,二 人 に一 台 の コ ン ピュ ー タの利 用 は,生 徒 た ちが 操 作 活動 や 考え る過程 にお いて,

互 い に助 け合 い なが ら楽 し く活 動 で き,存 在 感 や成 就 感,満 足 感 を 味 わ う こ とので き る場

と な って い た。

生 徒 に数 学 を 楽 し く学 ばせ る こ と は,私 達 教 師 の 目標 で あ るが,今 回 の研 究 で は,そ れ

を ほ ぼ達 成 で きた と考 え る。

6今 後 の課 題

(1)課 題 学 習 の題 材 を 日頃 か ら,教 師 自 ら問 題 意 識 を常 に も って探 した りそ れ を授 業 に生 か

せ る よ うに心 掛 け て い き,生 徒 の発 想 を生 か し,生 徒 中心 の授 業 を考 えて い く必 要 が あ る。

(2)コ ン ピュ ー タの 効 果 的 な 利 用 場 面 と方 法 を,さ らに研 究 す る必 要 が あ る。

(3)コ ン ピュ ー タの 利 用(ハ ー ドお よ び ソ フ ト)に つ い て の 知 識 をさ らに深 め る必 要 が あ る。

(4)コ ン ピュ ー タを 利 用 した授 業 は,指 導 者1人 で は対 応 が 難 しい場 合 もあ る の で,テ ィー

ム テ ィー チ ング な どへ の応 用 も考 え る必 要 が あ る。

(5)利 用 す る ワー ク シー トの効 果 的 な使 い方 等 にっ いて も研 究 を進 め る必 要 が あ る。
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